
目  的 2024 年度イベントで使用検討の為、実証実験  

 

実施者 

会社名 ダイドーグループホールディングス、 

マリンスポーツ財団、 

平泉洋行 

氏 名 経営戦略部 梅垣様、荒井様 

事業部 田村課長、岡田所長 

機械 BU 稲毛 

実施環境 

実施した日付 2023 年 1 月 19 日（木） 天 気 晴 ・ 曇 ・ 小雨 ・ 大雨 

実施した時間 13 時 00 分～16 時 00 分 前日の天気 晴 ・ 曇 ・ 小雨 ・ 大雨 

気温            9 度 海水温        11℃ 

 

実施場所

 

 



回収物写真 

※10mm メッシュ使用 

考察（コメントなど） 

 

10～15 分稼働。 

ビニール系のゴミが多く回収されたが、この回収

したビニールに、マイクロプラスチックの付着も

見られた。 

 

 

回収物写真 

※1mm メッシュ使用 

考察（コメントなど） 

 

メッシュ粗さを変えての回収でも、ビニール系の

ゴミが多く回収された。 

回収物の量は、本ネットの方が多く、10mm メッシ

ュでは、回収後にネットから抜けてしまったゴミ

がある可能性がある。 

 

その他 JellyfishBot の着水・離水に適した場所の選定が難しかったが、少し離れた

場所から着水や、砂浜での着水・離水で作業は行えた。 

その際、離水時に砂上を引きずる場合、スラスタープロテクターがダメー

ジを受ける為、持上げての離水が望ましいことが分かった。 


